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悲ニしアルコール寸ト栴スルハ最モ多ク曹界ニ使用セ ラルルLエチーJレアル コール「テ

意味ス以下皆同 ジ。

しアルコールノ 1消毒力テ有スJレハ公知ナ Jレモ共細菌芽胞ニ針 スル消毒カニ開シテハ

然 ラズ印チiキJレヴイニ氏ハ常温ニ於ナJレLアルコール寸ハ菌芽胞テ死滅セ シムJレノカ

ナシト稿シ叉コ ツホ氏モ無水しアルコーJレ寸，5%-33%Lアルコール寸ハ何レモ乾燥セル

牌脱痘菌芽胞ニ 110日間作用セ シムルモ共護育テ抑制スJレヲ件ズ ト云 ヒ叉ヲイクソレ氏

モLアルコール1 ハi熱潤セJレト乾燥セノレトテ問ハス”牌脱痘菌芽胞テ死滅セシムJレテ得ズ

ト構シ叉ヴ、イJレギン氏ノ、しメ チーJ日， LエチーJレ寸， LプロピーJレ寸， LプチーJレ1，及Lア

t ~ ；レ寸， Lアルコール寸ニ就キ共殺菌並ニ護育抑制作Hi テ精細ニ験セシ結果之等 L アル

コール1 ハ細菌芽胞ニ劉シ消毒力持無ナリト稿シ叉土三三氏・モLアルコール寸ハ芽胞テ

有セザル細菌ニ針シテノ t毒物ナリト稀セリ。 之等ハ何 レモ常温ニ於クJレ」アルコー

ル寸ノ消毒力検資ニ閥スJレモノナ Jレガラ欠ニ加熱しアルコール「ノ殺菌）Jニ閥 シテハと三

ン氏ハ腸線消毒法ノ研究ニ首 リ牌脱痘菌並ニ枯草菌芽胞子有セル被験物 テ無水 Lアル

コーJレ「中ニテ捕氏百二十度 ニテ四十五分間煮沸シ殺菌 シ得タ Jレテ灯、テ Lアルコール寸

ノ消毒力ハ共温度ニ［！.，＼）レヨリノ、率ロ共鹿力ノ増加ニヨリ増進セラ Jレト稿シどと三土氏

モしアルコーJレ寸中ーテ織氏百二十度ニ熱セパ腸線テ完全ニ消毒シ得 ト栴シ夫主こどZ

と氏モ菌芽胞テ有セJレ腸線テ90%ノLアルコーJレ寸中一入 レ与野間セノレ＂＂ Lパラ フイン寸

竃 ニテ掃氏六十度ニ毎日十時間宛加熱シ三日間之テ反復セ川 完全ニ滅菌シ得ト稿セ シ

モ叉反劉・ニザウル氏ノ如キハ沸騰 セJレJ煎水アノレコール1ハ泊、毒j］ナシト稀セリ。

以上文献ニ徴スノレニ出温ー於ナJレLアルコーJレ「ノ細菌芽胞ニ夢lスJレ消毒カハ皆無 ト

云フモ可ニ シテ叉し加熱アJレコール寸／之ニ針スル作用ハ諸設必ズ シモ一致セサソレテ知

Jレ。而メ細菌芽胞ニハ無毒ノ モノ；多 シト雄叉病原菌ト シア恐Jl-ベキモノ少ナカラス掬然
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Jレニ吾人日常治療或ハ寅験ニ使用サJレJレ諸種濃度ノしアルコーJレ寸ハ恰モ巳ニ無菌ナル

カノ如ク一般ニ見倣サJレJレテ思ハパ貫ニ寒心ニ嘩へサソレノ感アリ。 之レ卸チ余ガ Lア

ルコーJレ寸／殺菌力殊ニ菌芽胞ニ剥スJレ消毒カテ験シ併セア共蹴菌方法テモ費見セン

トセ シ所以也以下之テ~ベン。

費験

1. 被験物調製 先ヅ牌股痘菌及枯草菌及之等芽胞テ多量ニ含有セJレ肉汁培養基

テ作リ之ニ長サ約字糎位ニテ能ク脱脂乾燥セJレ細キ木綿糸テ多数入レ能ク揖宇！こシタ Jレ

後一葦夜約揃氏十二l主ノ氷室内ニ置キ溶液テシテ充分綿糸ニ浸透セシメ後肉汁テ搾去

シ室温ーテ一重夜次ニ端氏三十七度ニテー董夜乾燥シ之テ被験菌芽胞糸トス。 間メ：余

ノ使用セ シ牌脱症菌芽胞ハ5%ノLカJレポール「水中ニテ室温三十時間ニテ死滅 シ，枯草

菌芽胞ハ同上約十四重夜ニテ死滅スJレモ／ナJレテ以テ抵抗力強キ枯草菌芽胞糸ノ Eテ

使用スJレモ可ナJレガ如キモ牌脱痘菌ハ公知ノ病原菌ナ Jレガ前之テモ併用セ リ。

2・ し室温アルコール寸ニヨル質験 乾燥諒菌セノレ硝子試験管ニ種々ノ濃度ノ Lア

Jレコール寸 テ入レ之ニ前記菌芽胞糸ノ数本テ投 ジヨク液中ニ沈メ後硝子管口テ融閉 シ

Lアルコール1量ハ管内家積ノ約字量テ占ムル様ニシ之テ直立セ ）l-"? ＂？室－温ニ放置シ一

定期間後先ツ硝I子管外壁テ任意ノ消毒液ニテ清拭if~毒シタル後其上端ニテ錦切シ管内

液中ノ菌芽胞糸テ二本ノ白金線棒テ別ヒ恰モ邦人ノ；箸ニテ食物ヲ挟ムガ如ク取出シ直

ニ肉汁培養基ニ植へ崎氏三十七度 J聯竃内ム入 レ毎日之テ観察シ菌ノ護育セJレテ認メ

ハ之テ夏ニ他ノ：種々ノ培養基ニ移シ原菌 ト針）［官シ叉若 シ肉汁培養基ノ全ク透明ニ シテ

何等菌ノ；護育テ認メずJレモノハ少クモ三週間;N_:7 "? ≫昨竃内ニfl/.） 後菌培養試験テ行ヒ

陰性ノ際始メテ該芽胞糸ノ浪商セラレタ Jレト謹セリ而メ各放置日数ノ；差ハ逐次十日間

トス，斯クシテ得タJレ結県ハ第一表ノ如シ。

第一表

！アルコール 1 I I I ｜無 水I I ・0% I !l0% I !15% I I 
室｜濃 度 i I I I ｜アルコール

I書養陽性｜ 60T.+ I 9JT.+ I uoT.+ I 140T.+ I :ioOT.+ 
日 鍛 ！ I I I ' 

混 ｜培養陰性｜ /OT.- I lOOT.- I J'.20T - I J50T.- I 160T.-
最 小日扱｜ I i . I 

蓋 シ本質験ハ表示ノ：如ク何レモ多数／日子テ要 シ：＋：温ハ気候， 書夜， H青曇等ノ：差ニ

ヨリ常ニ：多少ノ務化テ受ク所謂E常温成ニ持制 スルコト困難ナリ シテ以テ精確ナJレテ

件ス・ ト雌之ニヨ リ種々濃度 JLアルコーJレ「 ノ菌芽胞ニ針スJレ殺蕗JJJハ憐無ニ非Jレモ高

ダ徴弱ニシテ質地ノ賂mニ趨セサソレテ知Jレ。
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3. L加熱アルコーJレ「ニヨル寅験 本質験ハ二様ニ行ハJレ自flチ

( 1) 前第二項貫験同様ノ操作ニヨリ種々濃度ノしアルコーJレ「及薗芽胞糸テ入レ密

閉サレタル硝子管ニ種々 ノ温度ニ於ナJレ乾熱叉ハ水浴テ直立セJレ？？ 一定時間作mセ
シj 前同犠菌培養試験テ行ヒ シモノトス。 但 シ水浴使用ノ際ハ各被験尚子管ニ適宜j!i.:

錘 テ附 シ共時倒テ防ゲリ。叉加熱時間ハ乾熱 ニ在リ テハ六時間迄ノモ ノハ毎一時間，

之,ti，上ノ者ハ毎二十四時間，水市ニ在リテハ十分間以内ノ者ハ毎五分間， 之以上一時

間迄ノ者ハ毎十分周，之以上ハ毎一時間後ニ逐次菌培養試験ア行へリハ斯クテ得タ Jレ

成績ハ第二及第三表ノ如シ邸チ第二表ハ乾熱，第三表ハ水浴テ使用セ シモ ノーシテしア

ルコーJレ1ノ各濃度及加熱各温度ニ針シ培養成績 ノ陰性ナリシ最小時間テ示ス，但シ表

中＋印ノモノハ首該加熱時間二テ陽性成績テ示セルモノ ーシテ参考ノ嬬メ記入シ置ヲ

リ。

第 表 （%ノ、容量Lプロセント，）
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与ぞ
E面非胞糸

しアルコール1テ注入シ管口テ融閉スJレコト

前貫験同様ニ行ヒ（第一闘）後之ノ硝子管テ

樽倒セバLアルコーJレ1溶液ニヨリ漁潤セラ

レタル芽胞糸ハ管内木梓ノ尖端ニテ支ヘヨ

レ液面上方ニf｛／ リ液内ニ落下スJレコトナ シ

（第二闘）カクテ之テ直立セJレ？？前記（イ）

同様乾熱或ハ水浴テ用ヒ種々 F温度ニ加熱

シ細菌検査テ行フモノトス。而メ本質験ノ結果ハ第二第三友ニ於ナ JレLアルコール寸ノ

ii＇！若手力ト全 ク同一ノ結果ニ終レリ故ニ特ニ表示セズ。

4. 本質験ハ第三項（1 ）貫験岡本来／方法ニヨ Jレモ JナJレモ只ダ管内しアルコール1量

.7r：：＇＃も＇（ノ i分ノ ーナルノ差アルノE帥昔＝内全容千・hトL被験アルコーJレ1容量トノ比ノ共

消毒力ニ及ポス影響テ知 ラントセシモノ ニシテ 貫験数多カラス・ ト雄液量 ノ減少ハ共消

毒力テモ大ニ減殺ス Jレモ ／ナ Jレテ知 レリ郎チL92%アルコーJレ「ニテ揖氏八十度ノ乾熱

テrnヒレハ滅菌ニ五時間テ要シ（二分ノ一容量ニテハ二時間， 第二表参照）叉同一 Lア
ルコール寸ニテ水浴概氏七十度ニテハ滅菌ニ一時間テ要セリ（二分ノ 一容量ニテハ三十

分間，第三表参照）。

ト‘i皇賞験ノ結果ーヨリ下ノ結論テ下ステ得。

1. !jそ温ニ於うーJレ密間帯内ノ種々 ／濃度ハアルコーJレ「ハ牌脱痘菌並ニ枯草菌芽胞

ニ針 シ消毒力持力！~ニ非Jレモ共）J非常ニ微弱ニ シテ長時日テ要シ寛地ノ感m － ハ油セズ

2. 宅努閉セ Jレ務内ニ於ナ Jレ種ノ争Ji袋！主｝Lアルコ一Jレ1 ハ加熱 ι ヨリ容易ニ前記菌芽

胞テ死滅 セシメ得而メ之際被消毒物ノ、必スシモ絶エス

ノ、＊i谷ニ於ナ Jレヨリモ長H寺間 テ要 ス。

3. 密閉加熱セ ラレタル種々ノ濃度ノ Lアルコーノレ1 ノ菌芽胞ニ針スJレii＇－！毒力ハ共波

if.・：ト谷器内守主的ノ比ニヨ リ差アリ液量多ク レパ消毒1J大ナリ。 叉同一濃度ノ Lアルコ

ーノレ1 ハ温度高キ程共ii持："f11大ナリ叉同一温度ニ於クルLアルコーJ日ハ共濃度ニヨリ

i~i毒力ニ差異ア リ而メ共最大消毒カ テ有スル濃度ハ使用温度 J 高低二 ヨ リ一定セズ。

賓地≫！用z開スJI-考察

J・.記貰験成績及共結論ニヨリ考察スJレニLアルコール1 ハ共製造工程中必ズ蒸館 セラ

JレJレモノ ナJレテ以テ之際加熱 ι ヨリ無蕗iAA態トナリ得ト雌以後ノ虞置必ズシモ無菌的

ナラズ，カノ抵抗力強キ菌芽胞ノ迷入ナキテ保セズ故ニ市揚販資／」アルコール寸ハ共

清潔ノ程度思ヒ字ニ過ダルモ／アラン叉一定濃度ノ LアルコーJレ1 ハ室温ニ長ク放置セ

ノt自然ニ滅菌セラルJレモノナJレハ前記貫助成績（第一表）ノ 虫nシト雌之亦非常ニ長時間
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テ要スJレテ以テ室温モ絶エスA盤化テ尭レズ故ニ之ニヨリ完全ナ Jレ滅菌ア望ムテ得サソレ

ハ己漣ノ如シHツ市揚販費ノモ ノハ共製造日時テ明記シアラザJレー於テ夏ニ然リ故ニ

吾人／曽療用殊ニ i1~毒叉ハ注射月j トシテ或ハ叉巌密ナ Jレ細菌製的貫験用ニ供セントス

JレLアルコール1ハ必ズiTil以テ減産Iセラレタ Jレモノナラサソレペカラズ。 而 J之ノ滅菌法

ニハ上記以外化撃的方法ニヨルモノ モア リ例へパ沃度ニテ滅菌シ後次亜硫酸曹達ニヨ

リソノ沃度テ中和ス Jレガ~JI キ或ハ叉種々薬品テ混合セ Jレ所謂 clenaturalisiertcr Alkohol 

ノ如キアリト雌之等ハ皆共使川消毒薬ノ完全ナル除去ニ複雑ナル操作テ要シ叉之テ

行ハズシテ其ノ？？使用セパ混在セル消毒薬ノ副作用テモ甘受セザルペカラズシテ

Lアルコール1ノi.I作用テ望ムテ得ス’故ニ本寅騎テ基礎トセ Jレ筏閉器内ニ於クJレ加熱

法殊ニ其乾熱ニヨ Jレモ／テ最モ簡軍ニシテ且最モ理想的滅菌法ナリト信ズ， 郎チ水浴

ニテハ察器テ水中ニ沈ム Jレ寄手数複雑ナ Jレ故ナリハ 而メ本法ノ貫施ニハ回ヨリ各人種

第 三 岡 々考案スJレ底アラント雄蕊ニ余ノ考案テモ附記

シ柳カ諸家ノ参考ニtJl＜セントス。帥チ第三国ニ

示セ Jレガ如ク容器 トシテ普通装置瓶テ用ヒ之／

瓶口及破璃鏡部テ去リ之ニ英容積ノ字分以上所

要」アルコール1テ充タシ第三岡ニ示セ Jレ装置ノ

上下二枚／金属板ノ間ニ伸入シ後共上板テ貰・ナ

ル金属支柱ニ取付ナ ラレタ Jレ蝶螺旋テ妊ヂ上板

テ瓶口ニ座迫ス但シ之際瓶口及瓶底ーハ各一枚

ノLセロファン葉1トLプム葉1トテ重キタ Jレモノ

テはア以テーニハ瓶ロテ気街ニ閉ヂ，ーニハ瓶

口叉ハ瓶底ト加熱セラレタ JレL寸前ム葉 1トノ！露着

テ防ゲ故エLセロファ ン葉1ハ1必ス．硝子商ニ直接

セシムベキハ勿論也，カクテ所定消毒終了後上

板ノ上ニアル蝶蝶旋テ緩メ硝子瓶テ取外シ之ー

滅菌tJレ瓶口及破璃鋭部テ元ノ ：女flク装置シ置ク

ニアリ。（第四闘）斯クセバ使用時二瓶口テ蔽フ

破璃錨部テ去リ任芯；必要量テ分注使用シ再ピ銃

部テ元ノ：如ク装置シ置カバ共無菌性テ尖 フコト

ナク長ク貯フルテ作Jレガ故使ナリ。（第四闘）

第四国

出

葉亙税縦断圃
縦断函
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Resume 

Verfasser h乱tz乱hlreichebact巴riologisch巴Unt巴rsuchungeniil〕er【liesporenvernichten<le 

1九1’

bei verschied巴n巴nτ守emperaturenangestellt. A.ls Testobjecte hat er Milzbrand -u. Heubacilト

ensporenfiiden angewendet und fand, 〈！日三S Alkohol verschie<lener Koncentrationen 

besonders bei erhohter Temperatur fぬigist, die genannten Sporen l巴ichtzu vemichten. 

Da Alkohol bei Zimme1temperatur sehr schwachclesinficierende Kraft gegen Sporen 

besitzt und Handelsalkohol deswegen nicht in1mer steril ist, beh旦upteter, dass Alkohol 

wie als Desinfections-, otl. Injectionsmittel u. dgl. immer vorher sterilisiert werden mus-;. 

Und hierzu ernfphielt er Streilisationsmethode durch trockene Hitze in luftdicht ver-

schlossenem Behiilter als die Beste. und zugleich noch einen eigens dallir construierten 

Apparat. 




